
伊
藤
仁
齋
の
教
育
敷
果
論

．
高
　
橋
　
俊
　
乗

　
敷
育
以
上
昔
か
ら
幾
度
か
論
議
さ
れ
た
問
題
中
の
一
ご
し
て
、
敷
育
の
敷
果
如
何
ご
い
ふ
問
題

に
お
い
て
は
、
敷
育
作
用
に
積
極
鮒
の
数
理
を
認
め
る
樂
槻
説
ε
、
数
果
を
否
定
す
る
悲
評
説
ご
が

久
し
く
封
立
，
論
節
し
て
み
た
。
今
こ
の
問
題
に
つ
い
て
東
洋
の
儒
學
者
の
思
想
を
借
り
て
考
へ

直
し
て
見
た
ら
、
幾
分
か
限
新
し
い
見
解
を
得
る
こ
ご
が
出
來
る
か
も
知
れ
な
い
。
我
が
伊
藤
仁

齋
の
敏
育
馬
作
用
の
数
果
に
期
す
る
樂
謬
説
を
彼
の
著
書
及
び
そ
の
子
東
涯
の
著
書
の
中
か
ら
纏

め
ん
こ
す
る
の
が
私
の
目
的
で
あ
る
。

岡
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伊
藤
仁
齋
は
多
く
の
文
學
者
ご
同
機
に
入
の
性
は
善
で
あ
る
ご
説
い
た
Q
然
し
性
善
の
意
味

の
憩
う
方
に
仁
齋
に
は
仁
齋
だ
け
の
特
色
が
あ
る
。
仁
齋
は
経
験
論
者
で
あ
っ
た
。
外
二
耳
渇
之

所
二
見
聞
鴻
而
更
有
室
貴
至
高
光
明
閃
礫
、
可
レ
驚
可
藥
之
黒
穂
実
。
（
童
子
問
聖
上
第
八
章
、
ご
云
ふ
流
儀
で

経
験
を
超
越
し
た
研
究
を
斥
け
て
み
る
。
凡
説
　
矢
地
之
外
古
今
之
箋
而
無
レ
資
手
人
倫
哺
無
レ
盆
手
天

　
　
　
　
炉
藤
仁
齋
勲
歌
育
効
果
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
コ
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聯
川
鳳
甲
研
　
究
ダ
餓
瓢
ハ
十
五
雛
側
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

下
喪
家
之
治
一
再
者
。
皆
邪
説
之
魁
也
。
へ
同
地
九
章
）
こ
い
ふ
風
で
あ
る
か
ら
、
彼
に
は
優
れ
た
形
而
上
學

は
こ
て
も
組
織
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
仁
記
田
札
に
は
性
を
定
義
し
て
具
ノ
チ
己
而
未
レ
動
、
謂
乏
性
ピ
言
っ
て
み
る
。
面
出
字
義
二
上
性

の
章
に
は
性
生
也
。
　
人
其
所
レ
生
、
而
無
出
加
損
一
也
。
ビ
解
し
更
に
董
子
の
性
者
生
之
質
也
の
定
義
を
も

探
浴
し
て
み
る
。
こ
の
錦
ご
い
ひ
、
人
こ
い
ふ
の
は
皆
個
人
的
経
験
的
の
入
を
個
別
的
に
指
し
て

み
る
の
で
あ
っ
て
、
絶
病
的
に
凡
そ
人
た
る
者
の
本
質
を
言
っ
て
み
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
個
人

戸
々
の
内
部
に
ひ
そ
め
る
登
達
的
要
素
で
あ
る
。
性
の
性
た
る
所
以
は
善
に
あ
る
け
れ
ご
も
唯

性
ビ
い
へ
ば
善
悪
ひ
っ
く
る
め
て
言
ふ
の
で
あ
る
。
朱
子
は
孟
子
の
性
善
説
を
解
し
て
本
然
之

性
を
説
い
た
も
の
こ
し
て
自
説
の
典
標
と
し
て
み
る
が
、
仁
齋
は
至
恩
に
孟
子
の
説
を
以
て
氣
質

の
上
の
み
に
説
い
た
も
の
ビ
断
定
し
て
、
そ
れ
か
ら
自
説
を
登
展
さ
せ
て
る
る
。
そ
の
謹
左
こ
し

て
孟
子
の
言
を
引
い
て
み
る
Q

　
孟
子
忌
日
。
犬
湿
性
。
猶
二
牛
之
性
鱒
牛
之
性
。
猫
二
人
之
性
一
鞭
。
落
日
、
如
使
三
口
之
於
レ
味
也
。
其
性
與
レ
入
殊
。
若
天

　
馬
之
與
レ
我
不
ツ
同
レ
類
也
。
則
天
下
何
面
影
鼻
高
易
牙
器
官
7
味
也
。
可
レ
見
孟
子
性
善
之
説
。
本
就
一
一
氣
質
論
レ
之
。

　
而
非
下
離
昌
乎
氣
質
一
而
言
遵
之
也
。
（
語
孟
子
字
義
巻
上
性
の
章
）

　
さ
て
其
の
孟
子
の
性
善
の
雲
量
に
つ
い
て
は
仁
齋
は
、
其
言
昌
性
善
渚
。
明
三
仁
義
之
實
有
＝
於
己
㎜
也
。
（
童
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子
問
懇
中
第
六
章
）
ご
言
っ
て
み
る
。
是
は
此
の
世
の
中
に
は
悪
な
る
性
が
な
い
ご
い
ふ
の
で
は

な
い
。
入
が
露
な
る
性
を
持
た
な
い
ご
い
ふ
の
で
は
な
い
。
入
の
氣
質
の
中
に
は
悪
も
あ
る
。

け
れ
こ
も
人
の
本
質
は
こ
れ
ら
の
悪
に
下
す
し
て
善
な
る
性
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
蔚
も
入
た

る
以
上
は
誰
も
皆
労
を
好
み
悪
セ
憺
む
も
の
で
あ
る
。
入
は
皆
善
に
す
＼
み
理
想
を
追
求
し
う

る
本
性
を
具
有
し
て
み
る
。
こ
の
鮎
を
指
し
て
性
善
ご
言
ふ
の
で
あ
る
。
孟
子
は
そ
の
門
人
の

，
公
都
子
に
答
へ
て
、
乃
若
轟
其
情
h
則
可
二
面
爲
ツ
善
管
。
乃
所
謂
善
也
。
ε
言
ふ
。
　
情
ど
は
直
営
字
嚢
懇
上
情

の
章
に
性
之
欲
也
。
以
レ
有
レ
駈
レ
動
悪
言
。
ε
解
し
て
み
る
。
束
涯
の
訓
幼
字
義
懇
六
情
の
章
に
は
『
情
ご

い
ふ
は
人
心
の
上
に
就
て
思
慮
安
排
に
わ
π
ら
す
、
生
れ
付
た
る
ま
、
に
て
い
つ
は
卵
か
ざ
る
こ

ご
な
き
ご
こ
ろ
を
い
ふ
。
世
間
の
人
、
物
を
う
ぶ
こ
い
ふ
が
こ
ご
し
」
ざ
説
い
て
み
る
。
　
＝
言
に
し

て
言
へ
ば
人
の
眞
實
の
心
で
あ
る
。
善
を
好
み
悪
を
悪
む
は
入
の
眞
實
の
心
で
あ
る
。
仁
齋
は

右
の
孟
子
の
言
を
敷
演
し
て
日
ふ
。
鶏
犬
は
無
知
で
あ
る
か
ら
ε
て
も
之
に
善
を
告
げ
る
事
は

で
き
な
い
。
入
の
情
の
若
き
は
盗
賊
の
至
不
仁
の
若
き
も
の
で
も
、
之
を
警
め
れ
ば
悦
び
、
之
を
殿

れ
ば
怒
る
。
善
を
善
み
し
悪
を
悪
む
こ
ご
を
知
る
以
上
、
與
に
善
を
な
す
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

誉
れ
乃
ち
吾
が
（
孟
子
）
所
謂
善
で
あ
る
。
悪
も
あ
る
け
れ
ざ
も
入
は
皆
善
に
赴
く
牲
を
備
へ
て
る

る
。
孟
子
歌
意
。
本
非
レ
謂
二
天
下
之
性
登
窯
而
無
γ
悪
也
。
就
さ
氣
質
之
中
司
而
指
昌
其
善
一
而
君
乏
。
非
・
離
昌
氣
質
一
而

　
　
　
　
餅
藤
仁
齋
の
教
育
効
果
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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獅
㍑
墨
研
究
　
第
点
ハ
↓
一
薫
恥
脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
四

論
甲
其
理
ゐ
也
。
（
童
子
問
金
園
一
章
喜
仁
齋
が
蓮
べ
て
る
る
の
も
こ
れ
ご
同
じ
隠
鬼
で
あ
る
。

　
唯
こ
の
性
は
萌
芽
の
献
態
に
あ
る
。
仁
齋
は
人
平
性
有
レ
限
。
（
語
孟
字
義
血
忌
學
の
章
）
ご
言
ふ
。

故
に
こ
の
心
置
を
褒
達
さ
せ
な
け
れ
ば
そ
の
ま
～
朽
ち
果
て
、
成
育
せ
す
に
慮
る
か
も
知
れ
な

い
。
　
こ
の
繭
芽
の
中
に
著
し
き
も
の
を
四
つ
纂
げ
て
、
孟
子
は
四
二
ご
言
つ
淀
。
例
の
側
隠
之
心
、

董
芝
之
心
、
僻
譲
重
心
（
玉
子
上
篇
に
は
恭
敬
会
心
ご
あ
る
。
）
，
是
非
至
心
で
あ
る
。
孟
子
は
人
之
有
是

迄
竹
篭
。
猶
　
黒
点
西
膿
也
。
（
公
孫
丑
上
篇
）
ご
説
明
す
る
Q
こ
の
四
端
を
蟹
げ
て
署
し
た
な
ら
ば
、
少
し

の
火
も
大
火
ε
な
る
如
く
、
泉
の
湧
き
出
し
て
流
の
盤
き
濾
如
一
、
途
に
仁
二
二
智
の
大
徳
を
成
就

す
る
も
の
で
あ
る
。
敷
育
可
能
の
芳
野
は
實
に
こ
、
に
在
る
Q
も
し
こ
の
四
五
が
み
か
っ
た
ら

我
々
は
善
に
進
み
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
し
、
敢
育
も
成
立
し
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
端
の

意
味
を
朱
子
は
端
緒
也
ご
解
し
て
み
る
。
孟
子
集
註
に
は
端
緒
也
。
二
二
其
情
之
験
一
意
性
之
本
然
可
二

警
急
見
岡
猫
田
遊
レ
物
在
レ
中
．
而
瞥
見
ソ
於
レ
外
也
。
ビ
あ
る
。
そ
の
意
は
本
然
の
性
は
物
欲
に
蔽
は
れ
て
隠
さ

れ
て
み
る
。
そ
れ
が
時
々
情
の
登
動
に
よ
っ
て
そ
の
光
輝
の
』
部
が
見
は
れ
る
。
例
へ
ば
物
が

中
に
あ
っ
て
其
の
一
部
分
が
外
に
見
は
れ
る
や
う
で
あ
る
ビ
の
意
で
あ
る
。
赦
に
朱
子
の
四
端

を
下
穿
す
る
ビ
は
始
か
ら
一
定
量
の
本
然
の
性
が
あ
る
。
そ
の
曇
を
一
秀
よ
り
一
寸
、
一
寸
よ
り

一
尺
に
次
第
に
磨
き
上
げ
る
事
で
あ
る
。
集
註
に
は
四
端
在
レ
我
。
随
薬
害
見
。
知
L
皆
帥
レ
此
二
塁
。
而
充
昌
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満
其
本
然
嘉
賞
凶
則
其
日
新
叉
新
。
將
レ
管
下
不
レ
能
醐
書
面
者
嘉
実
。
ご
あ
る
。
帥
ち
復
初
の
説
で
あ
る
。

　
仁
齋
は
か
、
る
最
初
の
説
は
ご
ら
な
い
。
端
本
也
。
言
言
昏
晦
悪
僻
酸
是
非
之
’
5
。
乃
仁
義
禮
智

之
本
。
能
血
忌
充
乏
。
期
成
二
丈
義
塾
智
之
徳
岡
故
珊
塑
乏
端
一
也
。
（
孟
子
古
義
）
ご
解
い
て
端
を
根
本
ご
説
明
し

て
み
る
。
　
雲
に
接
す
る
大
木
も
二
葉
よ
り
処
り
、
天
を
ひ
た
す
洪
水
も
そ
の
源
は
漏
滴
よ
り
磯
す

ご
い
ふ
意
味
の
根
本
で
あ
る
。
朱
子
の
養
は
人
は
本
号
仁
義
禮
智
の
性
を
持
っ
て
る
る
。
そ
の

性
は
物
欲
の
蔽
に
よ
ら
て
隠
れ
て
み
る
。
四
端
は
そ
れ
を
恢
復
す
る
糸
口
ざ
な
る
も
の
で
あ
る

ご
云
ふ
。
仁
齋
に
よ
れ
ば
人
は
初
め
か
ら
そ
ん
な
立
派
な
徳
を
具
へ
て
る
な
い
。
そ
れ
の
ほ
ん

幼
芽
し
か
具
へ
て
る
な
い
。
そ
れ
を
上
手
に
育
養
す
れ
ば
や
が
て
立
派
な
修
養
を
成
し
ご
げ
得

る
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
　
朱
子
の
意
は
一
旦
隠
さ
れ
た
も
の
、
初
へ
復
る
こ
ご
で
あ
り
、
仁
齋
の
義

は
小
さ
い
も
の
を
此
れ
か
ら
次
第
に
大
き
く
し
よ
う
ビ
い
ふ
の
で
あ
る
。
敏
育
學
的
に
見
て
私

は
仁
齋
の
説
の
方
が
面
白
い
ε
思
ふ
。
　
叢
雲
の
充
を
集
註
で
は
満
ご
解
し
、
仁
齋
は
大
ご
註
し
て

み
る
Q
集
註
の
意
は
仁
義
禮
智
の
性
は
本
暦
一
定
し
て
み
る
故
物
欲
を
携
う
て
本
然
の
量
を
充

満
し
、
も
ε
が
一
尺
四
方
の
明
鏡
ε
す
れ
ば
曇
り
を
鞭
っ
て
一
尺
四
方
の
明
鏡
に
戻
す
だ
け
で
あ

る
。
敏
育
に
始
か
ら
限
界
を
立
て
、
み
る
。
充
書
ご
訓
ず
れ
ば
草
木
の
成
長
し
、
河
水
の
流
れ
て

止
ま
澱
如
く
次
第
に
ノ
）
塘
大
し
て
限
量
が
な
い
こ
ご
、
な
る
。
敷
育
作
用
は
、
實
施
す
る
に
當

　
　
　
　
俳
藤
仁
齋
の
数
育
勘
果
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
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慧
學
研
究
　
　
第
山
ハ
よ
丁
流
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
山
ハ

っ
て
は
種
々
の
制
限
を
受
け
て
無
限
の
腰
達
を
期
す
る
事
は
固
よ
う
難
事
で
は
あ
る
が
、
理
想
ご

し
て
は
仁
齋
の
如
く
無
限
の
登
達
を
目
的
ご
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

：1；

　
程
朱
そ
の
他
の
宋
儒
の
考
へ
方
は
静
的
で
あ
り
固
定
的
で
あ
る
。
本
然
の
性
を
立
て
、
萬
人

皆
同
一
・
量
の
性
を
有
す
ご
見
て
み
る
か
ら
、
そ
の
黙
か
ら
言
へ
ば
凡
聖
少
し
も
差
異
が
な
い
。
從

っ
て
物
欲
さ
へ
除
け
ば
皆
聖
人
た
り
、
う
る
わ
け
で
あ
る
。
　
程
伊
川
が
有
下
町
レ
爲
二
聖
人
一
之
心
ハ
而
後
可
島

輿
共
學
ぜ
言
っ
た
の
は
、
そ
の
性
理
の
學
よ
）
し
て
は
當
然
の
固
結
で
あ
る
Q
仁
齋
は
性
は
生
れ

つ
き
差
が
あ
る
ε
見
て
み
る
の
で
あ
る
。
故
．
に
心
墨
字
義
の
幅
下
霜
子
小
人
の
章
に
伊
川
の
右

の
語
を
引
い
て
か
う
言
っ
て
み
る
。

　
可
レ
謂
一
一
確
言
司
固
漢
書
諸
儒
之
所
レ
不
レ
及
。
然
其
眞
實
有
レ
志
。
超
然
卓
準
。
度
　
越
流
俗
一
塊
。
早
撃
。
若
＝
中
人
之
資
司

　
以
ゾ
此
爲
レ
志
。
必
有
下
躁
レ
等
凌
レ
節
。
自
立
等
標
準
一
之
病
田

　
從
っ
て
宋
儒
は
聖
人
は
皆
同
一
の
も
の
、
優
劣
は
な
い
も
の
ご
見
て
み
る
。
甲
南
が
以
レ
予
槻
レ
於
二

夫
子
叩
賢
レ
於
翫
告
解
逡
尖
。
ご
日
へ
る
に
聾
し
て
、
程
子
は
語
鍛
鋼
不
レ
異
。
事
功
則
有
レ
異
，
夫
子
賢
レ
於
＝
尭
舜
霊
聖

事
功
㎜
也
。
ご
言
っ
て
み
る
。
こ
の
聖
を
語
れ
ば
の
聖
は
徳
を
以
て
言
ふ
事
は
明
か
で
あ
る
Q
さ
う



　
．
し
て
聖
人
を
一
頃
の
天
理
ご
見
て
聖
人
は
優
劣
な
し
ε
説
く
の
で
あ
る
。
優
劣
が
あ
れ
ば
聖
人

　
で
な
い
ご
云
ふ
。
孟
子
は
伯
夷
柳
下
恵
と
孔
子
ご
を
比
べ
て
、
こ
の
三
聖
の
中
で
、
孔
子
を
特
に
あ

　
げ
て
伯
夷
柳
下
悪
を
偏
っ
て
み
る
ざ
平
し
て
み
る
の
に
關
し
て
孟
子
は
辛
夷
柳
下
惑
を
聖
人
ご

　
傳
ふ
る
は
傳
者
の
誤
で
あ
る
ε
言
っ
て
み
る
。
仁
齋
は
之
に
は
正
反
甥
で
聖
人
に
も
大
小
偏
全

　
の
差
は
あ
る
ご
見
て
み
る
。
た
い
一
様
な
り
ご
は
言
へ
な
い
ご
言
ふ
。
三
宝
儒
は
中
庸
の
生
知

　
安
行
ご
い
ふ
説
を
そ
の
ま
、
承
上
し
て
聖
入
は
最
初
か
ら
本
然
の
性
を
輝
か
し
、
全
く
物
欲
の
な

　
き
人
で
あ
り
、
學
問
修
養
せ
す
ご
も
盛
穗
の
備
つ
た
人
ε
見
て
み
る
。
だ
か
ら
孔
子
が
吾
十
有
五

　
而
志
レ
干
レ
學
。
三
十
而
立
。
四
十
而
不
レ
惑
。
五
十
而
知
一
　
天
命
司
六
十
而
耳
順
。
七
十
而
從
二
心
駈
γ
欲
。
不
レ
鍮
レ
矩
。
ご
次

　
第
に
修
養
向
上
せ
ら
れ
た
境
地
を
歴
叙
せ
ら
れ
た
の
に
漏
し
，
程
子
は
孔
子
生
而
知
者
也
．
言
二
亦
由
ゾ

　
學
而
至
所
蕊
以
勉
二
進
後
人
一
也
。
ε
解
し
て
み
る
し
、
朱
子
も
類
似
の
言
を
述
べ
て
み
る
。
　
仁
愛
は
聖
人

　
で
も
學
を
待
た
す
し
て
自
ら
徳
に
合
す
る
と
言
ふ
事
は
な
い
。
　
孔
子
は
我
非
二
生
而
知
レ
之
者
一
ε
言

　
は
れ
た
。
舜
は
己
を
捨
て
、
人
に
從
ふ
ご
傳
へ
ら
れ
る
如
く
聖
人
は
普
通
の
入
以
上
に
努
力
し

　
修
養
し
た
人
で
あ
る
。
聖
入
ほ
ざ
學
に
努
め
る
人
は
な
く
、
聖
人
ほ
ざ
行
を
つ
、
し
む
人
は
な
い

　
ビ
見
て
み
る
。

　
　
雄
蕊
の
意
を
徹
底
す
れ
ば
極
く
善
性
の
少
い
者
も
あ
り
、
或
は
全
く
之
を
鉄
く
者
も
稀
に
は
あ

醐　
　
　
　
　
伊
藤
仁
寮
の
敷
育
効
果
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
哲
珊
学
研
究
　
　
競
浬
ハ
十
｝
血
號
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

鰯　
る
爬
き
筈
で
め
る
。
彼
は
明
白
に
善
の
託
泣
の
な
い
も
の
も
稀
に
は
あ
る
ε
言
っ
て
み
る
u
善

　
の
繭
芽
を
あ
ら
ゆ
る
入
が
一
人
も
洩
ら
さ
す
全
部
が
持
つ
わ
け
で
は
な
い
ゆ
稀
に
は
無
い
者
も

　
あ
ら
う
。
水
の
性
は
ひ
え
る
物
だ
こ
言
っ
て
も
、
水
の
申
に
は
温
泉
も
あ
る
如
一
、
悉
く
の
水
を
列

　
墨
す
れ
ば
冷
く
な
い
の
も
あ
る
。
入
の
牲
を
善
ピ
言
ふ
の
も
そ
の
通
う
で
、
中
に
は
さ
つ
ば
り
善

’
の
蕊
豊
2
』
の
な
い
者
も
あ
る
Q
　
こ
れ
は
例
外
で
あ
る
。
例
外
は
ご
う
し
て
も
仕
方
が
な
い
。
苛
卿

　
楊
愚
考
邊
之
の
諸
子
が
孟
子
の
性
善
説
を
酔
罵
に
あ
は
す
ε
し
て
攻
際
す
る
の
は
、
天
下
の
入
に

　
一
人
も
悪
入
な
く
、
人
の
吋
身
に
一
念
．
も
悪
念
な
き
も
の
ご
孟
子
の
性
善
を
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
孟
子
は
さ
う
は
考
へ
て
る
な
い
。
　
そ
ん
な
に
人
を
善
ε
は
見
て
み
な
い
。
　
孟
子
ば
怪
物
之
不
レ
齊
。

　
物
之
情
也
。
へ
藤
文
公
篇
上
）
ご
言
っ
て
み
る
通
り
、
多
石
数
の
中
に
は
生
れ
■
な
が
ら
、
落
入
も
あ
り
、
叉
悪

　
し
く
な
）
や
す
い
物
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
そ
れ
は
多
く
の
人
の
中
に
は
生
れ
な
が
ら
眼
の
見
え
な

　
い
、
耳
の
聞
え
な
い
者
も
あ
り
、
手
足
の
な
い
者
も
あ
る
如
く
、
是
を
以
て
人
の
本
性
ご
は
い
は
れ
な

　
い
。
「
彫
れ
こ
も
畢
寛
を
推
し
つ
め
て
見
る
ご
き
は
品
々
あ
る
や
う
な
れ
ざ
も
至
極
は
善
な
る
も

　
の
な
り
。
孟
子
に
側
隠
職
質
、
人
皆
有
レ
之
。
ご
い
へ
b
。
皆
の
字
に
就
て
見
る
に
、
天
下
の
人
を
、
一
同

　
に
見
π
る
も
の
な
り
。
　
ご
か
く
三
子
の
説
の
通
）
に
て
は
人
の
善
に
す
、
む
所
の
本
な
し
。
　
こ

　
・
れ
孟
子
の
諸
子
に
す
ぐ
れ
た
る
ご
こ
ろ
な
り
。
」
（
訓
野
馬
義
憲
六
性
の
出
早
）



　
こ
の
性
を
元
ご
し
て
入
が
修
養
向
上
し
だ
結
果
は
尭
舜
か
ら
尊
人
ま
で
天
淵
も
蕾
な
ら
訟
非

常
な
差
異
を
生
じ
る
が
、
元
來
そ
の
初
の
性
に
大
し
た
差
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
故
に
孔
子
は

性
相
半
也
。
習
相
遠
野
。
（
論
語
富
豪
篇
）
ご
言
は
れ
た
。
語
言
字
義
然
上
扇
の
章
に
於
て
仁
齋
は
次
の

や
う
に
述
べ
・
て
る
る
。

　
夫
天
下
之
性
。
墾
差
土
レ
齊
。
剛
柔
相
器
。
所
レ
謂
性
相
近
。
是
也
。
而
孟
子
以
爲
。
入
至
極
察
。
難
剛
柔
不
7
同
。
然

　
其
趨
二
干
善
刈
時
一
也
。
猶
丁
水
錐
レ
有
清
濁
甘
苦
之
殊
明
酒
事
就
レ
下
。
則
r
也
。
蓋
就
一
一
相
近
期
中
鱒
而
暴
説
ハ
善
幻
而

　
示
乏
也
。

　
入
は
皆
善
に
進
修
す
る
性
を
具
へ
て
る
る
け
れ
ご
も
、
然
し
そ
の
性
に
賢
愚
聖
凡
の
個
差
の
あ

　
　
　
も

る
事
は
免
れ
ぬ
事
實
で
あ
る
　
仁
齋
は
こ
の
個
差
を
比
較
的
重
要
署
し
て
み
た
略
し
ぐ
彼
の
敷

育
實
施
上
の
「
の
特
色
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

三

S17

　
人
の
性
を
か
く
の
如
く
経
験
的
に
氣
質
の
上
の
み
に
考
へ
て
く
る
ご
人
の
性
は
無
限
に
叢
達

し
う
る
希
望
こ
そ
あ
れ
、
現
實
の
物
ご
し
て
は
實
に
小
さ
い
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
仁
座
は
人

皆
私
有
レ
限
。
（
語
孟
字
義
下
帯
の
章
）
ご
言
ひ
叉
、
己
之
性
有
レ
限
。
（
董
子
問
上
筆
二
十
「
章
）
な
ざ
、
も
言
つ

　
　
　
　
研
藤
仁
齋
の
数
育
効
果
論
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
九



鵬
　
　
璽
饗
第
六
＋
霧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
。

　
て
る
る
。
人
の
性
は
有
限
的
の
も
の
で
あ
る
が
、
天
下
の
徳
に
は
限
が
な
い
。
有
限
の
性
を
以
て

　
無
窮
の
徳
を
盤
さ
う
ビ
欲
す
れ
ば
こ
、
に
ご
う
し
て
も
學
問
激
育
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で

　
あ
る
。
い
か
に
生
れ
付
聰
明
な
も
の
で
も
性
の
み
に
頼
っ
て
は
向
上
は
畳
束
な
い
。
孟
子
の

　
　
人
之
有
嵩
溶
着
端
一
也
。
薬
療
ハ
富
豪
膿
一
也
。
有
　
是
順
鞘
岨
而
自
謂
レ
不
レ
能
者
。
自
豪
者
也
。
細
塑
樹
霜
不
γ
能
者
。
賊
二
其

　
　
君
一
者
也
。
忠
類
ノ
四
端
於
7
我
者
。
知
二
皆
擾
而
充
劉
之
粟
。
若
漁
火
之
始
然
。
泉
之
趣
意
幻
荷
能
充
レ
之
。
足
露
以
保
二
四
海
司

　
　
苛
不
レ
充
レ
之
。
不
レ
星
　
以
事
交
母
輔
（
公
孫
丑
上
締
）

　
の
文
を
鳶
職
は
説
明
し
て
曰
く
、
四
海
を
保
ん
す
る
に
足
る
ご
は
仁
義
禮
智
の
数
験
を
指
し
淀
の

　
　
　
　
が

　
で
あ
る
。
金
壷
の
我
に
あ
る
の
は
渦
々
た
る
泉
、
星
々
た
る
火
の
如
き
も
の
で
、
筍
も
之
を
翁
島
敷

　
育
に
よ
っ
て
血
止
す
れ
ば
仁
義
レ
禮
智
の
徳
を
成
就
す
る
こ
ご
、
磐
へ
ば
前
々
た
る
水
も
次
第
に
大

　
き
く
な
っ
て
海
に
至
る
べ
く
．
宿
戸
た
る
火
も
漸
く
廣
が
つ
て
原
野
を
燵
き
番
く
す
や
う
な
も
の

　
で
あ
る
。
　
孟
子
の
四
端
を
糞
た
す
と
言
ひ
、
性
を
養
ふ
ご
言
ふ
の
は
皆
こ
の
學
修
を
指
す
の
で
あ

　
「
る
。
入
の
性
は
善
で
あ
っ
て
も
之
を
充
淀
さ
な
け
れ
ば
以
て
父
慨
に
事
ふ
る
事
す
ら
出
　
來
な
い
。

　
性
の
善
も
特
む
に
は
足
り
な
い
。
性
の
善
は
敷
育
の
素
地
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
性
の

　
善
を
主
張
し
て
も
そ
れ
．
は
性
の
善
に
止
る
も
の
で
は
な
い
。
孟
子
性
善
を
滋
ふ
。
言
へ
ば
必
ず

　
尭
舜
を
回
す
ε
い
ふ
の
も
、
そ
れ
は
激
論
修
養
の
数
を
疑
ふ
自
暴
自
棄
の
輩
に
向
っ
て
敷
育
修
養
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は
必
ず
敷
果
の
あ
る
も
の
な
る
事
を
知
ら
し
め
ん
ご
し
た
“
け
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
孟
子
は

性
を
屡
々
言
っ
て
も
性
を
主
こ
し
て
み
る
の
で
は
な
く
て
、
常
に
擾
充
の
功
を
以
て
肝
要
こ
し
て

み
る
の
で
あ
る
。

　
孔
子
は
性
を
強
く
説
か
な
い
で
専
ら
敷
を
説
い
て
ゐ
ら
れ
た
。
髄
鞘
の
解
す
る
所
に
よ
れ
ば

孔
子
は
敷
育
さ
へ
十
分
に
確
實
に
行
へ
ば
性
の
美
幌
は
研
究
し
な
く
て
も
い
》
ε
考
へ
て
る
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
論
語
專
以
レ
敏
爲
レ
主
。
故
性
之
善
悪
在
レ
所
レ
不
レ
論
。
楽
日
。
性
豊
野
也
。
習
相
姦
也
。
叉
日
。
有
レ

敷
無
穂
。
言
自
二
尭
原
罪
手
途
ム
其
聞
相
去
奨
霊
寺
萬
。
然
論
昌
其
性
硝
亦
不
甚
相
蓮
桓
其
歩
海
相
懸
絶

如
｝
琵
者
。
事
由
脅
而
然
。
量
子
問
上
第
＋
二
章
）
仁
齋
の
底
意
を
探
ぐ
る
ご
孟
子
は
性
善
を
墨
型
以
上

に
言
ひ
過
ぎ
て
み
る
ε
仁
齋
は
解
し
て
み
る
ら
し
い
。
言
ふ
迄
も
な
く
孟
子
有
レ
木
勃
於
7
世
。
以
査
ハ

言
瓢
性
誰
∬
也
。
ε
い
ふ
程
子
の
評
は
永
久
恐
ら
く
不
墾
の
評
で
あ
っ
て
、
孟
子
の
性
善
説
が
今
更
こ
、

に
曲
言
す
る
必
要
も
な
い
程
儒
學
に
大
功
を
立
て
た
事
は
仁
齋
も
萬
々
承
知
し
て
み
る
の
で
あ

る
が
、
孟
子
は
又
、
有
些
事
氣
ぜ
程
子
に
詳
せ
ら
れ
る
如
く
七
千
な
人
で
あ
る
か
ら
、
時
ビ
し
て
事
を

大
袈
裟
に
言
ひ
す
ぎ
る
癖
が
あ
る
。
黒
馬
は
孟
子
が
筍
も
入
で
あ
な
以
上
誰
も
彼
も
悉
ぐ
性
善

を
具
し
て
み
る
や
う
に
孟
子
が
説
い
て
み
る
の
を
少
し
控
へ
目
に
註
脚
し
て
、
曾
」
て
も
善
に
移
る

見
込
の
な
い
者
も
稀
に
は
あ
る
ご
し
て
、
孔
子
の
惟
上
智
與
昌
下
愚
一
心
レ
移
。
（
論
語
陽
貨
篇
）
の
下
愚
不
レ
移

　
　
　
　
騨
藤
仁
齋
の
教
育
効
果
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



SL？O

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
　
第
山
ハ
十
五
號
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

の
説
に
左
虚
し
て
る
る
の
で
あ
る
。
惟
ふ
に
こ
の
方
が
今
日
の
科
學
よ
わ
見
て
事
實
に
近
い
で

あ
ら
う
。
孟
子
は
敷
亦
多
レ
術
奥
。
（
告
子
下
篇
）
ご
言
っ
て
み
る
。
だ
か
ら
孟
子
が
些
か
言
ひ
す
ぎ
て

み
る
の
も
一
種
の
敏
ご
見
て
も
い
、
の
で
あ
る
。
量
子
問
早
上
第
十
二
章
の
其
所
〆
謂
性
善
云
者
。

本
爲
奮
暴
自
棄
者
曇
レ
之
。
亦
敷
也
。
ビ
あ
る
の
も
此
の
意
昧
で
あ
ら
う
。

　
照
明
の
儒
者
は
皆
性
を
盤
く
す
を
以
て
極
壁
ご
し
、
學
問
の
功
を
第
二
位
に
置
い
て
み
る
。
　
性

理
の
學
か
ら
は
當
然
の
結
論
で
あ
ら
う
－
け
れ
ざ
も
、
仁
齋
の
説
か
ら
言
へ
ば
甚
だ
謂
は
れ
な
き
事

で
あ
る
。
仁
齋
は
量
子
問
懇
上
部
二
十
一
章
に
右
の
事
を
比
喩
で
も
つ
て
説
い
て
み
る
。
薪
を

以
て
飯
を
炊
ぐ
の
に
、
】
把
の
薪
は
一
升
の
米
を
炊
ぐ
こ
ご
が
出
　
來
て
も
一
斗
の
米
は
炊
げ
な
い
，

十
把
の
薪
は
｝
斗
の
米
を
炊
げ
て
も
一
石
の
米
は
炊
げ
な
い
〇
　
一
石
の
米
を
炊
ぐ
に
は
一
車
の

薪
が
入
用
で
あ
る
。
　
一
戦
の
薪
が
一
升
の
米
を
炊
ぎ
十
把
の
薪
が
一
斗
の
米
を
炊
ぎ
…
車
の
薪

が
一
石
の
米
を
炊
ぐ
の
は
そ
の
性
分
を
塗
し
元
も
の
で
あ
る
Q
　
一
把
の
薪
が
一
斗
の
米
を
炊
ぐ

こ
と
が
鵠
毒
す
、
十
把
の
薪
が
一
石
の
米
を
炊
ぎ
え
な
い
の
は
性
分
の
及
ぶ
所
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
、
若
し
風
に
向
っ
て
火
を
吹
き
薪
を
添
へ
て
之
を
助
け
る
ご
き
は
一
片
の
火
で
も
宮
殿
を

焼
き
つ
く
し
、
一
鞭
の
野
火
も
原
野
を
嶢
き
つ
く
す
。
　
そ
の
盛
な
勢
も
こ
れ
は
一
、
把
の
薪
の
カ
で

は
な
い
、
人
も
し
志
を
立
て
、
力
學
倦
ま
ざ
る
時
は
聖
賢
ε
な
れ
な
い
も
の
で
憾
な
い
、
こ
れ
は
激
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育
の
数
に
よ
ら
な
い
で
は
出
摩
な
い
、
生
質
の
美
は
死
恥
る
に
足
る
ご
錐
も
微
少
に
し
て
著
し
く
な

い
、
故
に
玉
入
は
敷
を
立
て
學
を
設
け
て
人
を
し
て
書
を
讃
み
之
を
學
ば
し
め
、
以
て
そ
の
微
な
る

物
を
著
れ
し
め
る
の
で
あ
る
。
學
問
は
少
し
工
む
れ
ば
す
こ
し
の
験
あ
り
、
大
い
に
謹
む
れ
ば
大

い
に
験
あ
り
、
一
生
の
問
い
つ
を
限
り
ご
言
ふ
事
な
く
止
む
こ
ε
の
な
い
も
の
で
あ
る
Q
聖
者
」
如
レ

斯
夫
、
不
レ
舎
昌
甕
夜
輔
ご
言
ふ
如
く
水
の
流
る
》
や
う
絶
間
な
く
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
こ
の
意

味
よ
り
し
て
仁
齋
は
灘
家
の
頓
悟
の
説
や
宋
儒
の
一
旦
舗
然
の
論
を
排
斥
す
る
。
　
一
旦
舘
然
ご

は
工
夫
を
積
み
累
ね
て
「
の
關
を
跳
び
越
え
た
ら
忽
ち
聖
域
に
入
っ
て
衆
物
の
表
裡
精
粗
に
通

達
す
る
が
、
未
だ
こ
の
境
に
到
ら
な
い
中
は
如
何
ほ
ざ
見
事
な
善
行
が
あ
っ
て
も
凡
人
た
る
を
免

れ
な
い
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
甚
だ
古
意
に
背
く
も
の
で
あ
る
。
孔
子
で
も
綾
レ
憤
忘
レ

食
。
樂
以
忘
レ
憂
。
不
レ
釦
芝
之
將
ツ
至
云
爾
。
（
論
語
述
浦
添
）
ビ
務
め
画
み
給
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
凡
人
た
る
む

の
何
時
を
悟
鰻
の
H
ご
期
す
る
事
が
出
家
よ
う
。

　
ビ
言
っ
て
も
数
育
の
み
で
は
敷
育
も
敷
果
を
暴
げ
え
な
い
。
敷
育
の
可
能
な
る
た
め
に
は
性

善
の
假
定
を
必
要
こ
す
る
。

　
錐
レ
有
二
善
国
司
然
而
。
使
込
人
之
性
不
善
。
若
天
馬
之
輿
レ
我
不
γ
同
レ
類
。
半
帖
レ
道
拝
塵
不
粕
入
鴨
惟
其
善
。
故
見
！
善

　
悦
。
見
一
一
不
善
一
則
嫉
。
見
君
子
一
則
貴
レ
之
．
見
二
小
耳
一
期
賎
ソ
之
。
錐
二
盗
賊
之
至
不
仁
司
亦
莫
レ
不
レ
然
。
是
敏
之
所
一
一
以
由

　
　
　
　
伊
藤
仁
齋
の
欧
育
効
果
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伍
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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誓
単
研
究
第
六
＋
五
號
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
凶

　
而
入
一
也
。
（
壷
子
問
上
第
十
ム
ハ
章
）

端
子
は
性
悪
こ
い
ふ
。
胡
然
，
し
も
し
全
同
然
性
善
な
し
ご
・
せ
ば
如
”
何
に
し
て
善
に
進
み
う
る
か
。
善

を
善
ε
す
る
の
心
な
く
ん
ば
悪
を
愛
じ
て
善
ビ
す
る
は
愚
か
、
善
に
進
ま
ん
ε
す
る
欲
求
す
ら
ご

う
し
て
処
b
え
よ
う
。
そ
の
超
源
－
を
こ
う
し
て
も
説
明
で
き
な
い
で
は
な
い
か
。
馬
ば
乗
り
馴

ら
し
て
人
の
役
に
立
つ
の
は
そ
の
性
が
柔
順
闘
な
故
で
あ
る
。
こ
の
黙
か
ら
萄
子
口
が
孟
子
の
性
善

を
事
實
に
あ
は
す
ご
し
て
非
難
し
た
の
は
的
を
は
つ
れ
た
攻
繋
で
あ
る
。
楊
子
が
善
悪
混
す
ε

い．

ﾓ
説
も
韓
子
の
性
三
品
の
説
時
も
皆
入
の
善
、
に
す
、
む
所
以
の
基
礎
を
忘
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
仁
齋
に
よ
れ
ば
入
の
性
に
は
善
な
る
部
分
も
あ
る
が
悪
な
る
部
分
も
あ
る
。
　
さ
う
し
て

悪
な
る
性
の
比
較
的
凹
多
い
人
も
あ
れ
ば
善
な
る
性
の
多
い
人
も
あ
る
。
　
こ
の
悪
な
る
性
は
敷
育

⑳
後
に
ご
う
な
る
か
。
　
量
子
問
上
第
十
二
章
に
は

　
苛
學
戯
曲
レ
之
。
養
以
充
μ
之
。
則
皆
可
旨
煮
痩
レ
悪
禰
爲
μ
善
，
無
性
之
善
悪
畳
而
不
レ
論
。
此
論
語
議
題
一
一
以
專
言
レ

　
敏
。
而
不
γ
道
レ
性
也
。

ご
あ
る
。
　
こ
の
皆
ε
い
ふ
字
は
側
隠
二
心
。
人
皆
有
レ
之
の
皆
の
如
く
、
全
部
悉
皆
一
の
例
外
な
し
ε

い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
　
一
般
に
は
悪
も
遜
じ
て
善
に
移
ら
し
め
う
る
け
れ
こ
も
、
中
に
は
ご
う
し

て
も
善
に
移
ら
訟
者
弔
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
下
愚
不
レ
移
と
い
ふ
の
は
そ
の
移
ら
訟
場
合
の
一
例
で



あ
る
α
宋
陽
の
儒
者
は
論
語
の
右
の
句
を
解
し
て
人
の
性
は
善
で
あ
る
か
ら
移
ら
な
い
筈
は
な

い
け
れ
ご
も
、
自
暴
自
棄
し
て
自
ら
敢
て
移
ら
な
い
の
で
あ
る
ご
言
ふ
。
性
理
の
學
か
ら
い
へ
ば

い
か
や
う
の
愚
昧
の
者
も
尭
舜
一
膿
の
理
を
具
へ
て
る
る
故
移
ら
な
い
筈
は
な
い
・
ど
い
ふ
の
で
、

檬
々
の
分
疏
も
出
來
穴
の
で
あ
る
が
、
仁
齋
の
説
で
は
「
聖
賢
の
所
謂
性
ε
は
專
ら
氣
質
の
上
に
就

て
大
概
に
説
」
（
腰
瓦
字
義
懇
極
性
・
の
章
）
い
π
も
の
．
で
あ
る
か
ら
例
外
ご
し
て
は
移
ら
な
い
も
の
も

あ
る
。
　
一
般
的
に
い
へ
ば
性
の
悪
も
善
に
移
る
べ
き
筈
の
も
の
で
そ
の
生
れ
付
の
偏
を
直
踊
し
て

中
滋
に
導
く
ε
こ
ろ
に
敷
育
の
効
．
も
見
え
る
の
で
あ
る
。

四
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前
述
の
如
く
尿
閉
は
入
の
個
性
の
F
差
を
比
較
的
に
重
く
見
て
み
る
。
故
に
仁
心
の
巌
育
を
施

す
や
個
性
を
奪
重
し
て
劃
一
主
義
の
弊
を
さ
け
ん
ご
努
め
て
み
た
Q

　
夫
聖
人
之
設
レ
激
也
。
因
レ
人
証
立
レ
敷
。
而
不
立
レ
敏
以
騙
γ
人
。
無
レ
盛
況
造
作
刈
無
レ
所
一
一
添
飾
司
出
田
於
人
心
立
所
二
同
然
輔

　
而
非
レ
有
レ
所
レ
強
也
。
（
量
子
欄
上
第
二
十
九
章
）

束
涯
の
撰
し
π
古
學
先
生
行
歌
記
に
其
激
瓢
導
生
徒
司
未
”
嘗
設
一
無
血
一
諾
ゆ
督
察
ぞ
あ
る
の
を
見
て
も
個

性
の
自
然
に
立
っ
て
儒
生
を
激
直
し
、
一
，
律
に
同
【
の
型
に
は
め
込
む
事
は
未
だ
嘗
っ
て
し
な
か

　
　
　
　
伊
藤
仁
齋
の
毅
育
劫
衆
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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哲
學
研
…
究
　
　
第
山
ハ
十
五
融
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
山
ハ

っ
た
ら
し
い
。
束
涯
も
父
の
主
義
を
承
縫
し
て

　
膠
質
を
愛
化
す
る
は
學
問
の
早
婚
な
る
事
明
ら
か
な
り
。
然
れ
ざ
も
人
の
才
量
の
同
じ
か
ら

　
ざ
る
事
た
ご
へ
ば
草
木
の
ま
ち
く
に
別
だ
る
が
ご
ご
く
、
松
は
以
て
竹
こ
な
る
べ
か
ら
す
、
茄

　
は
以
て
瓜
ご
な
る
べ
か
ら
す
。
　
生
付
を
た
め
て
諸
人
た
や
一
機
に
な
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
理
は

　
き
こ
へ
だ
れ
ざ
も
事
事
に
於
て
賢
し
る
し
を
見
が
た
し
α
夫
子
の
敏
の
こ
る
事
も
あ
る
ま
じ

　
く
、
諸
弟
子
の
服
麿
お
ろ
か
も
あ
る
ま
じ
き
に
、
游
夏
は
游
夏
の
材
を
成
し
、
宰
我
事
貢
は
宰
我
子

　
貢
の
材
を
な
し
て
、
同
じ
く
再
牛
関
子
顔
淵
の
こ
ご
く
に
は
な
り
た
ま
は
す
、
然
れ
ば
面
々
の
才

　
轡
型
質
に
よ
り
て
其
う
へ
に
偏
を
π
め
弊
を
補
て
中
道
に
す
、
む
べ
き
な
b
。
（
筆
管
字
義
巻

　
入
學
の
章
）

ご
述
べ
て
み
る
。

　
さ
て
か
く
し
て
人
を
敷
育
し
で
道
に
到
ら
し
め
る
ご
す
れ
ば
性
ビ
敷
と
道
と
は
相
並
ん
で
罪

常
に
大
切
な
も
の
ご
な
る
。
こ
の
｝
を
敏
い
て
も
人
々
の
向
上
登
展
は
期
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
中
庸
の
恕
頭
に
早
道
敷
の
三
を
並
べ
欝
し
て
あ
る
所
以
で
め
る
。
童
子
問
上
中
十
二
章
に

お
い
て
仁
齋
は
夫
当
道
敏
三
者
。
實
學
問
之
綱
領
。
凡
聖
人
千
言
萬
語
。
錐
γ
不
レ
堪
　
其
多
殉
然
莫
レ
不
レ
総
括
於
7

此
．
。
ε
論
じ
て
み
る
。
こ
の
嫁
ご
は
今
日
の
敷
育
學
の
用
語
で
は
徳
育
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
つ
い
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て
は
語
孟
字
義
巻
下
學
の
章
に
學
問
以
＝
道
警
爲
レ
本
。
以
＝
見
埋
蔵
レ
用
。
ご
あ
る
α
こ
の
見
聞
ご
は
知
育

の
事
ピ
考
へ
て
も
大
し
た
差
は
あ
る
ま
い
。
徳
育
と
知
育
ご
を
比
べ
て
徳
育
を
主
ご
す
る
の
は
、

今
日
ビ
錐
も
重
大
膿
に
お
い
て
正
し
い
ご
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
が
、
仁
齋
は
そ
の
時
代
の
支
配

を
脱
す
る
事
が
で
き
な
い
で
、
知
育
を
殆
ご
認
め
す
、
專
ら
徳
育
に
限
っ
て
ゐ
π
Q
同
じ
章
に

．
學
問
當
レ
製
麻
人
立
レ
敷
之
本
旨
如
亘
於
レ
是
日
差
。
必
入
寺
異
端
苛
レ
伯
。
佛
氏
専
貴
レ
性
而
不
レ
知
呂
道
徳
之

　
爲
一
一
最
早
夷
。
聖
人
專
奪
弓
造
徳
一
ゆ
而
存
レ
心
養
レ
性
。
皆
以
一
遣
徳
一
爲
一
一
之
主
鱒
夫
有
下
翼
一
一
満
天
地
岡
貫
一
轍
古
今
司
自
不
一
磨

　
滅
一
之
至
理
此
爲
二
仁
義
禮
智
之
蓮
議
案
爲
一
一
仁
義
禮
智
之
適
所
レ
忠
道
徳
之
爲
二
最
暗
者
。
重
罰
。
：
…
…
由
レ

　
磁
歪
爲
レ
人
。
不
レ
由
レ
此
則
禽
獣
。
故
聖
人
立
一
一
此
四
者
富
麗
一
一
人
道
之
極
目
而
敷
一
人
由
レ
甲
虫
而
行
7
之
。
赦
易
日
。

　
立
一
入
之
道
百
仁
輿
㌦
義
。
中
庸
日
。
知
仁
勇
三
者
。
天
下
之
逡
徳
也
。
明
豊
。
虚
無
民
有
道
之
ム
得
乏
。
斯
爲
昌
有

　
徳
之
ム

ご
あ
る
。
敷
育
の
主
義
を
遣
徳
的
に
制
限
す
れ
ば
自
ら
精
紳
の
螢
達
要
素
を
息
遣
徳
的
に
根
る

べ
き
は
當
に
有
り
う
べ
き
事
で
、
性
を
善
ご
言
つ
だ
の
も
そ
の
爲
で
あ
ら
う
。
も
し
敷
育
を
知
識

の
方
面
に
も
庭
面
の
方
面
に
も
介
在
の
方
面
に
も
獲
達
せ
し
，
め
ん
ビ
嫁
ら
ば
、
性
を
善
ご
の
み
解

す
る
の
は
あ
ま
り
狡
す
ぎ
る
Q
今
日
か
ら
見
て
は
性
善
ε
狡
く
い
ふ
よ
り
も
も
つ
ご
廣
く
説
い

て
ほ
し
か
っ
た
の
で
あ
る
け
れ
・
ざ
も
、
是
は
時
代
の
影
響
で
仁
齋
の
み
一
人
を
せ
め
る
の
は
氣
の

　
　
　
　
僧
藤
仁
繋
の
敏
育
数
果
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



S26

毒
で
あ
る
。

齢
珊
脳
㍗
研
一
究
　
　
餓
叩
六
⊥
丁
五
蠣
｝

三
入

五

　
人
の
性
の
善
な
る
所
以
に
つ
い
て
の
仁
齋
の
説
明
は
か
う
で
あ
る
。

　
天
命
之
謂
レ
性
ご
い
ふ
中
庸
懇
頭
の
句
が
示
す
如
・
く
亀
入
は
そ
の
性
を
天
か
ら
受
け
て
み
る
。
例

へ
ば
童
子
問
上
鞘
十
四
章
に
は
単
性
者
。
天
之
賦
一
葦
善
果
司
而
人
人
所
掌
査
ご
説
い
て
み
る
。

　
然
る
に
天
の
滋
は
善
で
あ
る
。
　
夫
善
者
。
天
華
滋
。
故
離
日
。
元
者
善
之
長
也
。
蓋
天
地
之
聞
。
四
方
上

下
。
渾
々
野
々
。
充
塞
通
徹
。
無
ソ
内
無
レ
外
。
無
罪
一
一
斯
善
司
（
輪
帯
字
義
上
天
蓮
の
章
）
ご
い
ふ
の
が
彼
の
思
想
で

あ
る
。
人
は
こ
の
天
塚
を
性
ご
し
て
受
け
て
み
る
か
ら
、
そ
の
故
に
性
は
善
で
あ
る
，
然
ら
ば
天

の
撹
は
何
故
に
善
に
限
る
か
。
撃
っ
て
こ
の
答
を
二
重
か
ら
求
め
ね
ば
な
ら
澱
。
仁
齋
に
よ
れ

ば
天
地
の
間
は
一
の
元
氣
に
外
な
ら
な
い
。
　
こ
れ
が
或
は
陰
こ
な
り
或
は
陽
ビ
な
る
。
　
＝
兀
氣

が
墾
じ
て
別
の
物
ご
な
っ
て
陰
ご
な
り
陽
ビ
な
る
の
で
は
な
い
。
陰
陽
の
墾
化
が
元
氣
で
あ
る
。

こ
の
陰
陽
の
現
象
そ
の
も
の
が
宇
宙
男
物
の
根
源
で
あ
っ
て
、
脱
化
は
此
よ
り
忠
で
品
彙
此
に
よ

っ
て
生
す
る
の
で
あ
る
。
仁
齋
に
よ
れ
ば
こ
の
陰
陽
の
元
仁
が
根
本
の
實
，
在
で
あ
っ
て
、
こ
れ
以

上
に
陰
ご
な
り
陽
ご
な
る
所
以
の
根
源
を
求
め
て
み
な
．
い
。
さ
う
し
て
こ
の
陰
陽
の
二
が
な
け
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れ
ば
萬
有
も
登
」
生
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
仁
齋
日
札
に
は
物
有
レ
爾
而
後
化
。
無
レ
雨
則
無
　
遷
化
『
此
天
地

自
然
之
理
。
云
々
ご
生
物
學
的
比
喩
で
も
つ
て
右
の
事
を
詳
説
し
て
み
る
。

　
易
に
は
一
陰
一
陽
直
土
造
ご
あ
り
、
野
立
災
之
溢
百
陰
七
里
ε
あ
る
。
陰
陽
ご
い
ふ
語
は
實
に

便
利
な
語
で
あ
る
代
り
に
又
極
め
て
曖
昧
な
語
で
あ
る
。
仁
旛
は
儒
學
の
因
襲
の
ま
、
に
之
を

用
ひ
て
天
地
日
一
月
山
川
水
火
の
別
か
ら
書
夜
し
の
明
闇
、
寒
暑
の
往
來
ま
で
す
べ
て
こ
の
陰
陽
の
消

長
で
説
“
明
し
て
み
る
。
道
徳
的
に
こ
の
陰
陽
を
見
れ
ば
夫
易
之
爲
レ
道
。
陽
爲
レ
善
．
爲
レ
淑
。
爲
謡
君
子
輔
陰
爲
レ

悪
。
爲
レ
懸
。
爲
　
小
人
岡
（
語
孟
字
義
上
天
遣
の
章
）
ε
あ
る
。
陽
は
善
に
し
て
陰
は
悪
で
あ
る
。
も
し
こ
の

宇
宙
間
の
一
切
、
の
現
象
に
し
て
す
べ
て
陰
陽
h
勲
静
の
二
相
が
ジ
ズ
ム
を
な
し
て
流
糊
し
て
み
る

も
の
ご
す
れ
ば
、
世
の
中
は
つ
ね
に
善
ご
悪
ε
の
交
替
で
あ
る
。
　
こ
の
ま
、
で
は
善
は
天
賜
道
ご

は
い
へ
な
い
の
で
あ
る
。

　
仁
齋
は
易
の
繋
僻
を
引
い
て

　
聖
日
。
天
地
之
』
大
穂
冒
レ
生
。
言
生
生
不
レ
已
。
帥
天
地
之
道
也
。
故
天
地
之
遣
。
有
レ
生
而
無
レ
死
。
屯
聚
而
無
レ
散
。

　
死
U
帥
生
之
絡
。
散
h
軽
四
聚
之
盤
。
天
地
之
滋
一
昌
於
生
一
型
也
。
父
租
身
錐
ヒ
没
。
然
…
其
q
精
解
紳
即
傳
臨
之
子
野
司
子
孫

　
叉
単
一
乏
共
子
孫
殉
生
生
不
レ
断
。
至
一
手
0
無
窮
叩
則
謂
昌
之
不
7
死
而
可
。
許
物
皆
“
然
。
豊
既
納
天
地
髄
之
道
導
ド
生
而
無
ツ

　
死
耶
。
故
里
生
者
必
死
。
聚
い
者
㎞
必
レ
散
雨
則
可
。
謂
就
園
レ
生
必
有
レ
死
。
有
レ
聚
必
有
γ
散
。
則
不
可
。
生
與
レ
死
㍗
樹
故
也
。
（
語

　
　
　
　
僻
藤
仁
繋
の
教
育
効
果
論
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
、
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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哲
墨
・
研
究
　
　
餓
甲
六
十
－
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇

　
孟
字
義
上
天
道
の
章
）

ご
論
じ
て
み
る
。
陰
陽
和
合
し
て
物
を
，
作
成
し
萬
物
を
生
育
す
る
。
天
は
常
に
生
々
し
て
止
ま

な
い
。
そ
の
間
に
生
ε
死
ご
、
集
ご
散
ご
が
甥
塾
す
る
も
の
に
駕
す
し
て
生
ご
集
ご
が
中
心
で
死

ご
散
ピ
は
そ
れ
の
一
時
的
形
相
に
す
ぎ
な
い
。
宇
宙
間
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
無
限
の
登
展
を
考

へ
て
そ
の
壊
滅
を
考
へ
て
る
な
い
所
は
頗
る
彼
の
説
は
積
極
的
な
樂
天
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ

の
生
々
登
展
が
中
正
を
え
π
時
は
善
で
あ
る
し
、
過
不
及
に
隔
“
つ
た
時
に
悪
が
生
じ
る
。
　
故
に
過

不
及
に
さ
へ
隔
ら
な
け
れ
ば
宇
宙
間
に
悪
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
東
涯
は
「
善
悪
の
二
つ
の
物
は

じ
め
よ
り
封
待
し
て
あ
る
に
あ
ら
す
。
ま
た
は
じ
め
は
た
や
善
ば
か
り
に
て
後
に
悪
ピ
い
ふ
も

の
さ
し
入
に
も
あ
ら
す
。
も
つ
ば
ら
事
の
過
不
及
よ
b
し
て
悪
こ
い
ふ
も
の
生
る
な
b
。
」
へ
訓
幼
字

義
憲
二
理
の
章
〉
ご
述
べ
て
み
る
。
善
悪
二
元
論
で
な
し
に
善
の
吋
元
論
で
あ
る
。
同
じ
章
の
中

に
「
天
人
の
問
も
ε
善
あ
っ
て
悪
な
し
。
」
ビ
明
言
し
て
み
る
。
悪
は
善
の
…
時
的
墾
容
に
す
ぎ
す
し

て
結
局
は
中
正
の
善
に
か
へ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
仁
　
齋
は

　
天
地
之
間
。
四
方
上
下
。
渾
々
冷
々
。
充
塞
通
徹
。
無
レ
内
無
レ
外
。
莫
レ
非
難
善
司
（
語
孟
字
義
上
天
道
の
章
）

　
天
道
正
直
。
四
号
上
下
。
渾
々
難
論
、
通
徹
無
レ
間
。
莫
レ
解
毒
聾
（
董
子
問
下
第
十
一
章
）

　
天
滋
を
人
煙
的
に
見
れ
ば
主
宰
者
で
あ
る
。
維
天
之
命
。
毒
手
不
ソ
已
と
は
こ
の
主
宰
の
天
遊
を
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言
つ
淀
も
の
で
あ
る
。
君
子
は
陰
陽
清
長
の
墾
を
観
て
以
て
進
退
存
亡
の
理
を
審
に
す
れ
ば
天

の
心
に
合
す
る
事
が
出
來
る
。
も
し
否
ら
す
ん
ば
天
心
に
逆
ふ
も
の
で
あ
る
と
仁
齋
は
説
い
て

み
る
Q
　
帥
ち
仁
義
滋
徳
を
守
っ
て
善
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
　
繋
仙
騨
の
織
レ
之
者
善
也
ε
は
こ
の
意
味

で
あ
る
。
　
束
涯
は
善
醜
痕
レ
佗
。
帥
指
二
人
道
一
而
言
。
以
一
一
人
之
道
一
而
縫
目
天
底
道
開
猫
呂
子
之
縫
重
工
事
一
也
。
主
日

繊
レ
之
者
…
善
鞠
也
。
（
古
今
學
愛
旧
憲
F
中
）
ご
敷
演
し
て
み
る
。
人
．
は
善
を
行
へ
ば
天
心
に
合
し
て
生
き
る
こ

ε
が
出
行
、
善
を
行
は
す
し
て
悪
を
な
せ
ば
N
日
も
こ
の
世
に
立
つ
こ
ε
が
出
風
な
い
。
孔
子
日
。

人
之
生
也
直
。
周
レ
之
生
煎
。
幸
而
免
。
善
者
非
レ
他
。
曲
直
前
廊
。
蓋
直
則
善
。
不
直
則
悪
。
非
レ
有
レ
ニ
也
。
（
語
孟
字
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碑

懇
“
上
天
遭
“
の
章
）

　
し
か
し
仁
心
も
束
涯
も
こ
の
善
悪
起
源
論
を
明
確
に
述
べ
て
み
な
い
Q
「
こ
れ
を
聖
人
の
こ
と

ば
に
た
い
す
ε
き
は
善
悪
の
生
す
る
も
ε
を
尋
直
る
ご
い
ふ
こ
ご
も
ε
よ
り
其
方
な
け
れ
ば
」
（
訓

幼
四
字
義
義
二
理
園
の
章
）
ご
束
涯
が
言
っ
て
み
る
位
で
、
聖
賢
の
書
に
見
え
な
い
か
ら
、
古
義
學
者
ご
し

て
の
彼
等
は
明
瞭
に
考
究
し
て
み
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
陰
陽
の
や
う
な
砂
漠
観
る
思
想

か
ら
善
悪
の
的
確
な
る
語
源
論
を
導
き
出
す
こ
ご
は
難
し
い
事
で
あ
る
し
、
一
に
は
又
嘉
言
の
形

而
上
學
の
造
詣
が
淺
か
つ
た
た
め
で
あ
ら
う
。
程
朱
の
解
す
る
性
善
説
及
び
幽
晦
説
は
孟
子
の

眞
意
に
あ
は
な
い
こ
し
て
も
人
性
の
起
源
、
善
な
る
理
由
を
説
く
に
到
っ
て
は
極
め
て
簡
明
に
し

　
　
　
　
伊
藤
仁
齋
の
敷
育
効
果
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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暫
學
研
究
　
　
第
山
ハ
よ
丁
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞
四
二

て
要
領
を
得
て
み
る
。
程
子
は
性
師
理
也
こ
い
ふ
。
そ
れ
故
に
天
下
心
理
。
原
　
其
所
7
自
。
未
レ
有
レ
不
レ
善
。

四
っ
て
喜
怒
哀
樂
未
レ
腰
。
何
嘗
不
レ
善
。
螢
而
中
ソ
笛
．
帥
無
臨
往
而
不
が
善
。
螢
不
レ
中
レ
節
。
主
群
爲
レ
不
レ
善
。
と
説
い
て

み
る
。
理
路
整
然
ご
し
て
観
れ
な
い
。
仁
幣
束
涯
の
性
善
の
起
源
論
の
危
な
っ
か
し
い
の
に
比

す
れ
ば
勝
、
る
こ
ご
萬
々
で
あ
る
。
然
し
現
實
に
現
は
れ
て
る
る
性
善
の
説
明
に
到
っ
て
は
仁
齋

の
方
が
、
今
日
よ
う
見
て
事
實
に
近
い
で
あ
ら
う
。


